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組織委員会におけるアクション＆レガシー

プランとしての検討状況
＜ＩＣＴに関わる検討テーマ＞

平成28年6月23日

東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会
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* ODF (Olympic Data Feed)：メディアや観客に提供する競技に関する情報を、統一

的なデータ形式として規定するもの。

ICTに関わる検討テーマの状況

①スポーツ・プレゼンテーションを進化させるためのODF*活用

 競技観戦をより分かりやすく、より盛り上げるための（ODFを含

む）ICT活用アイディアを募集する活動（アイディアソンなど）を

検討中。

②スポーツ振興のレガシーを目指したCRM基盤

 まずは「大会を観戦される方々、ボランティア参加される方々に、

より質の高いサービス・サポートを提供する」を目標に、CRM基

盤整備を予定。

③競技会場で整備すべきＩＣＴ環境とレガシーとしての利活用

 テクノロジー諮問委員会（後述）にて議論中。
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テクノロジー諮問委員会の立上げ

【目的】

 組織委員会において今後策定するテクノロジー関連の施策に関して、
施策の検討・実施にあたり、透明性・公平性を期するため、第三者に
よる諮問機関として、テクノロジー諮問委員会を設置する。

【扱うテーマ例】

 『史上もっともイノベーティブな大会』を目指し、組織委員会として
検討・実施するテクノロジー関連の施策

 競技中の計測データやアスリート情報を活用し、競技観戦を分かりや
すく、楽しめるものにする施策

 大会後に残る顧客情報データベース（チケット購入者、ボランティア
参加者など）を、レガシーとして活用する施策

【会合】

 第1回会合：平成28年3月9日に開催

 第2回会合：平成28年6月6日に開催
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分 野 所 属 氏 名
（敬称略）

経済情報 慶應義塾大学教授・常任理事 國領 二郎

情報通信
東京大学先端科学技術研究センター
教授

森川 博之

クラウドサービス
ユニファイド・サービス株式会社代
表取締役会長

宇陀 栄次

経営コンサルティング A.T.カーニー日本法人会長 梅澤 高明

ICT・メディア産業
野村総合研究所 ICT・メディア産業
コンサルティング部 部長

桑津 浩太郎

コスト評価 EYアドバイザリー取締役 瀧澤 則逸

メディア・コミュニ
ケーション

早稲田大学文学学術院教授 高橋 利枝

（平成28年6月6日現在）

【参考】テクノロジー諮問委員会の委員一覧
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